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研究成果の概要（和文）：本研究は，長期的学習による刺激呈示傾向が単純接触効果に及ぼす影

響について検討した。学習は 1 週間ごとに計 3 回行い，5 分後ないし 1 週間後に評定を実施し

た。刺激の呈示傾向として，上昇，一定，減少の 3 条件を設定した。刺激には，多次元図形（実

験 1），人工文法（実験 2），無意味描画（実験 3）を使用した。実験 1 では，典型性の低い刺激

は，呈示回数が学習セッション毎に増加する条件において好意度評価が高く，減少ないし一定

の条件において低かった。実験 2 では，呈示傾向の操作による好意度の変化は見られなかった。

また，文字列の文字数によって文法判断評定値が異なっていた。実験 3 では，5 分後評定の好

意度は直前の学習で多く接触した条件で上昇したことから，評定直前の呈示回数が好意度に影

響していることが示唆された。1 週間後評定において好意度，親近性，懐かしさの上昇が確認

された。さらに，刺激の総呈示回数を増やし，各学習における条件間の呈示回数の幅を広げて

呈示した場合，学習初期から刺激を多く呈示することで，好意度が高くなることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study examined whether presentation frequency manipulation at each 
learning phase affected the mere exposure effect of long term learning. In the experiment, the learning 
phase was conducted three sessions in total at each a week. After the learning phase, the judgment phase 
was conducted five minutes or one week later. Stimuli tendency that manipulate presentation frequency 
at each learning phase were three conditions of increase, constant and decrease. Materials were pictures 
consisting of multi-dimensions (Experiment 1), artificial Grammar (Experiment 2), and novel abstract 
shapes (Experiment 3). In Experiment 1, preference values of low-typical condition were high in 
increase present condition. On the other hand, values during decrease and fixed presentation were low. 
In Experiment 2, there were not the effects of frequency of contact in preference judgments. Grammar 
evaluation value was different depending on the number of characters in the string. In Experiment 3,
mere exposure effect occurred in the increase-presentation condition because of the many of the just 
before presentation. After an interval of one week, in judgments about nostalgia, preference and 
familiarity, judgment values rose. In addition, preference value was higher by presenting a lot of stimuli.
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１．研究開始当初の背景
単純接触効果 (Zajonc，1968) とは，ある

刺激に対して繰り返し接触していると，その
刺激に対する好意度が上昇する現象である。
Matsuda & Kusumi（2002, 2003, 2004, 
2006）は，学習－未学習項目の好意度評定値
の比較によって論じられてきた単純接触効
果研究の中に，カテゴリー般化や心的表象の
形成及びそれへのアクセスに関わる概念の
プロトタイプ（Rosch, 1975）の考え方を導
入した。そして，刺激への反復接触による好
意度や美しさ，かわいさ等の肯定的感性評価
は，形成されたプロトタイプへの既視感に既
定されるという因果関係を示した。また，
Gordon & Holyoak（1983）は，人工文法学
習課題を単純接触効果の研究に導入し，潜在
学習と単純接触効果の関連性について検討
した。実験結果から，文法規則を潜在的に学
習した場合の方が，学習していない場合より
文字列に対する好意度が高いことが示唆さ
れた。また，文法規則に従う文字列への接触
が原因で文法規則に従う新奇な文字列へ好
意度が上昇したことから，構造的単純接触効
果のように般化が文法に基づいて生じてい
ることも示された。この結果から，Gordon & 
Holyoak は単純接触効果の般化が比較的抽
象的な範囲で生じているとし，文法規則のよ
うな複雑で抽象的な構成でも普遍化した基
準を形成して，形成した基準が好意度判断と
文法判断に影響を及ぼしていると示唆した。

２．研究の目的
単純接触効果研究の実験デザインとして

典型的なものは，刺激を繰り返し呈示する回
数を独立変数，刺激に対する好意度評定を従
属変数とするものである。これは，Zajonc 
(1968) の実験によるものが大きく，それ以降
の単純接触効果研究の方法論の土台ともな
っている。また，従来の単純接触効果研究で
は，10～20 分程度の学習期間内で刺激の反
復接触が行われた後，その刺激に対する好意
度を評定するというような感性評価が行わ
れていた。しかし，我々の日々の生活では，
刺激との反復接触はある程度長い期間の中
で何度も行われ，その後に何らかの感性評価
を行っていることが想定される。つまり，実
験場面と想定される現実場面で，刺激に対し
て反復接触している期間が異なっていた。先
行研究においても集中呈示と分散呈示の比
較はされているが，そこでの分散呈示条件は

同一刺激間インターバルが長くても数分程
度であった。
そこで本研究では，視覚呈示刺激として多

次元描画（実験 1）と人工文法（実験 2），無
意味抽象図形（実験 3）を用い，実験の学習
フェーズを長期的なものに変更し，より現実
場面に近い条件での刺激反復呈示の効果を
検討した。

３．研究の方法
実験 1：独立変数の事前典型性（高，中，

低），呈示傾向（減少，一定，増加，新項目）
からなる 2 要因参加者内計画を設定した。旧
項目の総呈示回数は減少（5回→3回→1回），
一定（3 回→3 回→3 回），増加（1 回→3 回→5
回）とし，いずれも 9 回であった。呈示刺激
として 10 次元構造の熱帯魚の絵（Barsalou et 
al.（1999）に準拠して作成）を使用した。
Dimension7～10 は同種内の全事例で同一で
あった。事前典型性の設定は，高典型群が
D3～D10 を共有，中典型が D5～D10，低典型
には D7～D10 を共有させて操作した。共有し
ていない次元では，各絵に独自の値を持たせ
た。実験には杯学生 111 名が参加し，学習フ
ェーズと評定フェーズの 2 段階からなった。
学習フェーズでは，刺激は小集団ごとにスク
リーンに一斉呈示された。評定フェーズでは，
評定用紙の各ページに印刷された A 種の熱
帯魚の事後典型性，親近性，安心感，好意度，
かわいさ，懐かしさの 6 項目について７件法
(1：全く感じない～7：とても感じる)で，再
認判断を 2 件法 (0：なかった/1：あった)で
評定してもらった。

実験 2：参加者内要因として，学習スケジ
ュール（上昇，同数，下降），文字数（2～8
文字），文法性（文法，非文法）を設定した。
短期学習における学習スケジュールの要因
は接触頻度（9 回，5 回，1 回）によるものと
した。呈示刺激として，3 つの異なる人工文
法から作成された文字列を使用した。学習フ
ェーズでは各人工文法ごとに 3～7 文字の文
法文字列を 12 個呈示した。また，テストフ
ェーズでは各人工文法から 2～8 文字の文法
文字列を 12 個，非文法文字列を 12 個呈示し
た。実験には大学生・大学院生 60 名（長期
学習 20 名，短期学習 40 名）が実験に参加し
た。長期学習と短期学習に分けて実験を行っ
た。長期学習では隔週ごとに学習を行い，1
回の学習における接触頻度を操作して 1-5-9
回(上昇)、5-5-5 回(同数)、9-5-1 回(下降)の 3



つの条件を設定した。短期学習では接触頻度
が 1 回、5 回、9 回の 3 つの条件を設定した。
実験は学習フェーズ，テストフェーズの 2 段
階から成った。学習フェーズでは 36 個の文
法文字列を 4 個ずつ呈示した。呈示時間は 20
秒（目視：10 秒，写実 10 秒）だった。テス
トフェーズでは 36 個の文法文字列と同数の
非文法文字列を 1 個ずつ呈示し，呈示された
文字列に対して好意度判断（7 段階評定），文
法判断（文法，非文法），文法判断における
確信度評定（3 段階評定）の各評価をしても
らった。呈示時間は 10 秒（目視：5 秒，評価：
5 秒）だった。テストフェーズでは学習フェ
ーズでは呈示されていない新奇な文字列を
使用した。

実験 3-1，3-2：参加者内要因として，呈示
傾向 (参加者内：減少，一定，増加，呈示な
し)と，遅延間隔 (参加者間：5 分，1 週間) を
設定した。呈示刺激として，遠藤・斎木・中
尾・斎藤 (2003) で作成され，富田・森川
(2011) の中から好意度がニュートラルな無
意味輪郭図形を選定し，使用した。実験 3-1
には大学生 47 名 (男性 21 名，女性 26 名)，
実験 3-2 には大学生 41 名 (男性 14 名，女性
27 名) が参加した。実験は学習フェーズと評
定フェーズから成った。学習フェーズでは，
1 週間おきに計 3 回の学習を行った。刺激の
呈示傾向条件として実験 3-1では 9-5-1回 (減
少)，5-5-5 回 (一定)，1-5-9 回 (増加)，実験
3-2 では 9-7-5 回 (減少)，5-5-5 回 (一定)，1-3-5
回 (増加) の条件を設定した。参加者には，
用紙に印刷された各図形を 4 秒ずつ連続呈示
した。評定フェーズでは，学習からの遅延条
件として 5 分後評定と 1 週間後評定の 2 条件
を設定した。参加者には用紙に印刷された図
形に対して，好意度，新奇性，親近性，安心
感，懐かしさと，再認判断を行わせた。

実験 3-3：実験 3-1，3-2 では，各呈示傾向
条件の総呈示回数を操作したものの，条件間
の呈示回数の差が小ささから評定値に違い
が見られなかった可能性があった。実験 3-3
では，各呈示傾向の総呈示回数の差と,各学習
フェーズにおける呈示回数の差をより大き
くして，総呈示回数の影響と 5 分後評定にお
ける学習全体の呈示傾向の影響について検
討した。要因計画は，図形の呈示頻度の傾向
は，総呈示回数が同じ 36 回である増加ⅰ
(3-12-21 回 )，一定  (12-12-12 回 )，減少ⅰ
(21-12-3 回) と，3 回目の学習フェーズの呈示
回数を 12 回に統一した増加ⅱ(3-7-12 回，全
22 回)，減少ⅱ(21-17-12 回，全 50 回) の 5 条
件であった。呈示刺激は，実験 3-1，3-2 と同
様の図形を使用した。実験には，大学生，大
学院生 12 名が参加した。学習フェーズは，1
週間ごとに計 3 回行われた。各図形の提示時
間は 4 秒で，各図形の提示が終わると，方向
づけ課題として，図形に対する複雑性評定を
3 秒で行わせた。3 回目の学習フェーズの終

了後，5 分の遅延をはさんで評定フェーズを
行った。評定は参加者ペースで行われ，5 つ
の評定項目 (好意度，新奇性，親近性，安心
感，懐かしさ) について 7 段階評定で，再認
判断を 2 件法評定で行わせた。

４．研究成果 
実験 1：図 1 に示すように，全体的に，事

前典型性の高い熱帯魚の評価が高く，事前典
型性の低い熱帯魚の評価が低い傾向にあっ
た。高典型刺激は既知感からくる安心感によ
って肯定的感性評価が生じる，という先行研
究（Matsuda & Kusumi, 2002）と同様の結果が
得られた。よって，単純接触効果に概念のプ
ロトタイプ形成の介在が示唆される。呈示回
数については，刺激の典型性ごとに異なる振
る舞いを見せた。典型性低条件において，刺
激と形成されたプロトタイプとの類似性が
低いために，呈示回数減少，一定条件におけ
る典型性・親近性評定値が低く，肯定的感性
評価に結びつきにくかったといえる。一方で，
呈示回数増加条件では，直前の反復接触によ
るエピソード記憶の形成が刺激への典型
性・親近性を上昇させたと考える。低典型刺
激はプロトタイプとの類似性が低いにも関
わらず典型性が高く評価された点について
は範例モデルのほうが適合性が高い。実験 1
では長期的学習フェーズを設定したものの，
評定直前にも学習フェーズを設定したため
に，プロトタイプと範例のそれぞれに基づい
た肯定的感性評価が混同してしまっている
可能性がある。これらを分離するような学習
スケジュールの設定が，課題として残った。

図 1 多次元図形を用いた長期的学習による
単純接触効果（実験 1） 

実験 2：短期学習においては，1 回呈示条
件は他の呈示回数条件と比べて文法判断評
定値が減少していた。また，2 文字の文字列
は他の文字数の文字列と比べて非文法文字
列と判断されていた。以上より，文字列の文
字数によって文法判断の成績が異なること
から，全体的な人工文法の構造を学習したの
ではなく，文字列の 1 部分のパターンを学習
して，そのパターンによる判断が行われたと
考えられる。また，短期学習における接触頻
度の効果による好意度の差異が見られなか
ったことから，長期学習における各学習フェ



ーズでの差異も生まれず，学習スケジュール
の効果が打ち消された可能性があった。実験
2 から，単純接触効果における接触頻度の効
果は見られなかったが，これは文字列の過度
の呈示によって，好意度が飽和したため，そ
れ以上は上昇しなかった（天井効果）と考え
られる。また，他の文字列との部分的な重複
がある中で，文字列の反復呈示を行った結果，
特定のパターンが加算的に重み付けられ，接
触頻度の高かったパターンによって文法判
断が行われたと考えられる。つまり家族的類
似性による判断が行われていた可能性があ
る。さらに，文法判断において学習したパタ
ーンによる判断を行った可能性があること
から，文法判断では好意度判断より顕在的な
判断が行われていたと示唆される。

実験 1，2 で残された課題とそれらを解決
するための実験 3 の実施：実験 1 では，評定
直前にも学習を行っていたため，学習全体の
接触経験に基づく評定と，直前の学習の接触
経験に基づく評定が混在している可能性が
あった。実験 2 では，刺激として無意味文字
列を用いたことで，刺激への選好判断がし辛
く，刺激自体が評定に影響していた可能性が
あった。また，そこで実験 3 では刺激自体の
評定への影響を考慮し，単純かつ抽象的な刺
激を用いた。評定直前の学習の影響を考慮し，
学習と評定の間に 1 週間の遅延をはさむ条件
を設けた。以上の先行研究からの変更をふま
えた上で，実験 3-1 では長期的学習による呈
示傾向が単純接触効果に及ぼす影響につい
て検討した。実験 3-2 では刺激の総呈示回数
の操作と，評定直前の学習で全ての呈示傾向
条件の呈示回数を同じ回数に統一して，総呈
示回数と呈示傾向が長期的学習における単
純接触効果に及ぼす影響について検討した。

実験 3-1： 結果を図 2 に示す。5 分後評定
における増加条件は，呈示なし条件よりも好
意度が高かった。これは，評定直前で頻繁に
接触したことで，刺激に対する知覚的処理が
流暢になり，その流暢さが好意度を生じさせ
たため (Winkielman & Cacioppo, 2001)，好意
度が高くなったと示唆される。また，親近性
と懐かしさが全ての呈示傾向条件で 1 週間後
の上昇がみられ，新奇性に関しては，1 週間
後に減少していた (図 1)。1 週間後評定の好
意度は，全て呈示傾向条件が呈示なし条件と
比べて高かったことから，各呈示傾向条件で
単純接触効果の生起が示された。これは，1
週間の遅延によって，図形に対する既知感が
高まったため，単純接触効果が生起したと示
唆される。しかし，全ての尺度で，呈示傾向
による評定値に違いは見られなかった。石川
ほか (2010) では，長期的潜在学習において
呈示傾向による知識形成に違いが確認され
ていないことから，本実験においても，各呈
示傾向で同程度の知識形成が行われたと考

えられる。つまり，反復接触によって形成さ
れた図形に対する知識は，各学習フェーズで
の接触頻度に重みづけられたと言うよりも，
同じ総呈示回数で統一された各条件で図形
への接触経験が加算的に蓄積されていたた
め，図形に対する既知感も各条件で違いがな
かったと示唆される。

図 2  5 分後評定，1 週間後評定における呈示
傾向ごとの各尺度の平均評定値。エラーバー
は標準誤差（実験 3-1）

実験 3-2：5 分後評定での各呈示傾向の好意
度にほとんど違いが見られなかった (図 2)。
実験 1 では，増加条件 (1-5-9 回) の好意度が
高かったことを考えると，直前の呈示回数の
多さが，5 分後評定での好意度の上昇に結び
ついたと示唆される。また，好意度，親近性，
懐かしさが各呈示傾向条件で，1 週間後に上
昇しており，新奇性に関しては，1 週間後に
減少していた。これは実験 1 と同様に，1 週
間の遅延による図形への既知感の高まりが，
好意度の上昇に結びついたと考えられる。一
方で，総呈示回数の操作による評定値の違い
は見られなかった。この理由として，刺激へ
の接触経験が加算的に蓄積されていたと考
えると，総呈示回数条件として設定した，9
回，15 回，21 回を長期的に反復呈示してい
た。そのため，評定に違いを生じさせるため
には，条件間の総呈示回数の差の大きさが不
十分であったと考えられる。

実験 3-3：結果を図 3 に示す。呈示傾向 (増
加ⅰ，減少ⅰ，増加ⅱ，減少ⅱ，一定，呈示
なし) を要因とした 1 要因分散分析の結果，
増加ⅱ(3-7-12 回)，一定，減少ⅱ(21-17-12 回) 
条件の好意度は，呈示なし条件よりも高かっ
た。また，減少ⅱ(21-17-12 回) 条件の好意度
は，増加ⅰ(3-12-21 回) 条件よりも高かった。
このことから，減少ⅱ(21-17-12 回) 条件では，
学習の初期段階から一定，増加ⅱ(3-7-12 回) 
条件よりも多く接触したことによって好意
度が高くなったと考えられる。過度の刺激の
呈示が好意度を減少させるという先行研究
の知見 (Stang & O’Connell, 1974) から，増加
ⅰ(3-12-21 回) 条件では，評定直前の過度の
呈示によって好意度が上昇しなかったと考
えられる。また，同じ図形を頻繁に見たこと
によって，好意度の上昇を抑制する倦怠効果



(Bornstein, Kale & Cornell, 1990) が生じたと
示唆される。実験 1，実験 2 の一定条件 (5-5-5
回) では，好意度の高まりは確認されなかっ
たが (図 1，2)，総呈示回数を増やした本実験
の一定条件 (12-12-12 回) の好意度の高まり
が確認された (図 3)。このことから，従来の
先行研究で示されていた呈示回数の効果が，
長期的学習においても確認された。

図 3  呈示傾向ごとの各尺度の平均評定値。
エラーバーは標準誤差（実験 3-3）

まとめ：従来の単純接触効果研究の刺激の
学習方法では，最長でも 20 分程度という短
い期間内で，刺激の反復呈示を行わせてから，
その刺激に対する好意度を評定するような
感性評価が行われていた。しかし我々の生活
の中では，刺激との反復接触はある程度長い
期間の中で何度も行われて，その後に何らか
の感性評価を行っていることが想定される。
つまり，単純接触効果を研究する実験場面と
想定される日常場面では，刺激に対する学習
方法が異なっていた。この乖離を修正するべ
く，本研究では刺激の学習方法をより現実場
面に近い状況にした場合，単純接触効果にど
のような影響を及ぼすのかを検討するため
に，1 週間ごとに計 3 回の学習を行わせ，そ
の中で学習毎の刺激の呈示回数 (呈示傾向) 
を操作し，実験を行った。実験 1 では，呈示
傾向によって好意度，親近性といった感性評
価に違いが見られた。しかし，反復接触する
前の事前典型性の高い刺激と中程度の刺激
では，各呈示傾向の評定値にほとんど違いが
見られなかったのに対し，事前典型性の低典
型刺激では，増加 (1-3-5 回) 条件の典型性，
親近性，かわいさの評定値が他の呈示傾向条
件よりも高かった。また，長期的学習での反
復接触よって形成されたプロトタイプに基
づく評定と，直前の学習によるエピソード記
憶に基づく評定が混在している可能性があ
った。実験 2 では，各呈示傾向の好意度にほ
とんど違いが見られなかった。また，文字列
の文字数をこれは，普段では好き・嫌いの判
断の対象とはならない無意味文字列を呈示
刺激として用いたことによって，好意度の評
定がし辛かったためだと考えられた。そこで
実験 3 では，刺激の操作や刺激に対する評定
のし辛さというような刺激自体の影響を受

けないようにするため，単純かつ抽象的な刺
激として，無意味輪郭図形を使用した。また，
学習全体の接触経験に基づく評定と，評定直
前の学習におけるエピソード記憶に基づく
評定の混在を防ぐために，学習から評定まで
の間に 1 週間の遅延をはさむ条件を設けて，
長期的学習における刺激呈示傾向が単純接
触効果にどのような影響を及ぼすのか検討
した。実験 3-1，3-2 では，評定直前の学習に
おける呈示回数の多さが，5 分後評定の好意
度を上昇させることを示した。従来の単純接
触効果研究では，刺激の呈示回数の効果が示
されており，刺激の呈示回数と増加とともに，
刺激に対する好意度も上昇する (e.g. Zajonc, 
1968)。このことから，実験 3-1，3-2 では，
呈示回数が好意度の上昇に関与していると
いう先行研究の結果と同様の結果が得られ
たといえる。また，刺激の反復呈示から 1 週
間の遅延をおいたことによって，5 分後評定
と比較して，1 週間後評定で好意度，親近性，
懐かしさが上昇していた。Matsuda & Kusumi 
(2002, 2003, 2006) の典型的刺激が生じさせ
る既知感が，肯定的な評価を引き起こすとい
う知見から，学習全体で同じ刺激を反復呈示
させたことで，呈示刺激の知識が蓄積されて
いたと考えられる。その蓄積された知識によ
って，呈示刺激に対する既知感が高まり，1
週間後評定において，好意度，親近性，懐か
しさが上昇したと示唆される。実験 3-3 では，
総呈示回数を多くすることによって，5 分後
の評定の好意度を高めることが示された。刺
激の呈示回数を増加させると，刺激に対する
好意度も増加する呈示回数の効果について
は，これまでの先行研究で示されてきた。実
験 3-3 では，その呈示回数の効果が，長期的
学習においても刺激への好意度を上昇させ
る一因であることを明らかにした。一方で，
評定直前に最も多く呈示された刺激に対す
る好意度の減少が見られた。Bornstein, et al. 
(1990) の同じ刺激を何回も見たことによる
退屈感が好意度の上昇を抑制するという知
見から，評定直前で過度の呈示を行ったこと
で，同じ刺激に何回も接触したことによる退
屈感から好意度の上昇が抑制されていたこ
とと考えられる。以上のことから，長期的学
習による刺激呈示傾向が単純接触効果に及
ぼす影響を検討するという目的は達成され
た。また，従来の単純接触効果研究における
実験場面と想定される日常場面の乖離を修
正した状況での単純接触効果についても検
証することができた。
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